
令和６年度 岡山県自立支援協議会 人材育成部会 

次第 

 

日 時：令和７年１月９日(木)    

１３：３０～１５：３０   

会 場：岡山県庁 ９階大会議室   

岡山市北区内山下２－４－６ 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 各種人材育成に係る研修の実績報告及び課題検討 

  （１）県からの報告 

  （２）委員からの報告 

 

 

３ 個別議題 

  （１）相談支援専門員の量・質の向上 

（２）サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者研修に 

係る現状と課題 

  （３）全国における資格研修のオンライン化の増加 

  （４）強度行動障害支援に係る人材育成 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉会 
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氏名 所属 職名 ＷＴ 出欠

1 永田　拓
岡山県相談支援専門員協会

（倉敷地域基幹相談支援センター）

会長

（施設長）

2 村上　眞
岡山県相談支援専門員協会

（岡山市障害者基幹相談支援センター）

副会長

（センター長）

3 杉安　真矢 社会福祉法人旭川荘　みどり学園 園長

4 寺町　清二 社会福祉法人旭川荘　旭川学園 園長

5 池田　直正
岡山県知的障害者福祉協会

（障害者支援施設コスモスの園）

理事

（管理者）

6 須田　篤人
岡山県知的障害者福祉協会

（いづみ寮）

理事

（寮長）

7 宗宮　昌子 公益社団法人岡山県看護協会 常務理事

8 村下　志保子 岡山県医療的ケア児支援センター 所長

9 新谷　義和 おかやま発達障害者支援センター 所長 （発達）

10 重松　幸子 岡山県 精神保健福祉センター 主幹

11 香山　瑞穂
岡山県 保健医療部

健康推進課 精神保健福祉班
総括参事

12 幸坂　諭志
岡山県 子ども・福祉部

障害福祉課 福祉推進班
総括副参事 （発達）

13 横田　輝彦
岡山県 子ども・福祉部

障害福祉課 障害福祉サービス班
総括参事

相談支援

サビ管児発管

強度行動障害

医療的ケア

池上　幸政
岡山県 子ども・福祉部

障害福祉課 障害福祉サービス班
副参事

額田　崇志
岡山県 子ども・福祉部

障害福祉課 障害福祉サービス班
主任

永井　夏奈
岡山県 子ども・福祉部

障害福祉課 障害福祉サービス班
主事

相談支援

強度行動

障害

医療的

ケア

（精神）

令和６年度岡山県自立支援協議会　人材育成部会　出席者名簿

日時：令和７年１月９日（木）１３：３０～１５：３０

会場：岡山県庁９階大会議室

事

務

局

サビ管

児発管
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寺町委員 杉安委員 永田委員 村上委員

宗宮委員 池田委員

村下委員 須田委員

新谷委員

幸坂委員 横田委員 香山委員 重松委員

傍聴席

事務局

令和６年度岡山県自立支援協議会　人材育成部会
配　席　図

日時：令和７年１月９日（木）１３：３０～１５：３０
会場：岡山県庁９階大会議室
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令和６年１２月１日現在

研修内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

相談支援従事
者研修

主任研修
【相談協会委託】
定員：18人
受講：未定
日程：2月5日～7
日、20日、21日

主任フォローアッ
プ研修
定員：未定
日程：3月17日

サービス管理
責任者・児童
発達管理責任
者養成研修

専門コース別
研修

スーパービジョン
研修
【相談協会委託】
定員：未定
日程：2月27日

医療的ケア児
等コーディ
ネーター・支
援者養成研修

強度行動障害
支援者養成研
修

障害者ピアサ
ポート研修

障害支援区分
認定調査員研
修・市町村審
査会委員研修

調査員研修
定員：50人
受講：91人
日程：5月22日

審査会委員研修
定員：30人
受講：14人
日程：5月30日

基礎研修・専門研修
【相談協会委託】
定員：40人　受講：44人
日程：6月18日、19日、7月3日、4日

フォローアップ研修
【相談協会委託】
定員：40人　受講：8人
日程：11月19日、20日

【旭川荘委託】
※コーディネーター向け
定員：60人　　受講：53人
日程：講義　11月6日、7日
　　　演習　11月26日、27日

※支援者向け
定員：40人　　受講：14人
日程：講義　11月6日、7日

令和６年度の岡山県主催各種人材育成に係る研修　【障害福祉課分一部抜粋】

初任者研修
【旭川荘委託】
※サビ管向け
定員：250人　　受講：320人
日程：講義　7月

※相談支援向け
定員：120人　　受講：98人
日程：講義配信　7月
　　　演習　7月～10月（５日間）

現任研修
【旭川荘委託】
定員：80人　　受講：79人
日程：講義配信　10月
　　　演習　11月14日、12月13日、1月21日

障害児相談支援に関する研修会
【相談協会委託】
定員：100人　　受講：28人
日程：講義配信　10月～11月
　　　演習　11月6日

更新研修
【旭川荘委託】
定員：300人　　受講：137人
日程：講義配信　7月
　　　演習　8月～9月（２日間）

基礎研修
【旭川荘委託】
定員：200人　　受講：192人
日程：講義配信　10月
　　　演習　10月～11月（２日間）

【ウェル福祉学習センター委託】
定員：100人　　受講：84人
日程：講義配信　1月
　　　演習　1月25日、26日

【三穂の園委託】
定員：100人　　受講：67人
日程：講義　1月17日
　　　演習　1月29日、30日

実践研修
【旭川荘委託】
定員：200人　　受講：204人
日程：講義配信　11月～12月
　　　演習　12月～1月（２日間）

基礎研修・実践研修
【ウェル福祉学習センター委託】
定員：500人・400人　　受講：未定
日程：講義配信　9月～3月
　　　演習　9月～3月
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名称 開催地 研修期間 日程 研修目的 対象

精神障害にも対応した
地域ケアシステムの構
築ための研修会

県内
半日 2/27予定

精神障害の有無にかかわらず地域で安心して
暮らすことができるよう、地域包括ケアシステム
の構築に向け人材育成を行う。

保健所、市町村、医療
機関、相談支援事業
所、当事者、家族の関
係者

対応力向上研修会（相
談支援事業所加算研
修）

県内 半日 3/10予定 困難事例に対応する技術力の向上を図る
保健所、市町村、医療
機関、相談支援事業所

ひきこもり専門研修会
県内

(ｵﾝﾗｲﾝ)
半日 10月9日

思春期、青年期以降のひきこもりに悩む人や家
族への相談技術の向上を図る。

保健所、市町村、医療
機関、相談支援事業所
等の関係者

依存症専門研修会
県内

(ｵﾝﾗｲﾝ)
半日 6月5日

依存症関連問題について、適切な相談支援と
啓発が行えるように、基本的な知識の習得と実
践的な技術の向上を図る。

保健所、市町村、医療
機関、相談支援事業所
等の関係者

岡山県精神科医療セン
ター内依存症センター専
門実習等

県内 4日
9/2～5
9/30～10/3

アルコール専門病棟でのアルコールリハビリ
テーションプログラムの見学等を通して、専門
知識・技術を習得する。

保健所、支所の精神保
健福祉担当職員

高次脳機能障害支援研
修会

県内
(ｵﾝﾗｲﾝ)

半日

11月27日～
12月12日
（期間限定
YouTube配

信）

高次脳機能障害に関する知識の普及と支援体
制の充実を図る。

保健所、市町村、医療
機関等の関係者

　◎上記以外の各種業務に係る地域支援関係者の連絡会等（精神保健福祉センター実施分）

名称 開催地 研修期間 日程 内容 参加機関

精神障害者地域移行推
進検討会

県内
(ｵﾝﾗｲﾝ)

半日 2/5予定
精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
にむけて、安心して生活するための地域づくり
推進に向けた協議の場

医療関係者、福祉関係
者、当事者、家族、行
政関係者

自殺対策保健所・支所
連絡会

県内
(ｵﾝﾗｲﾝ)

半日 9月25日
県自殺対策推進センターによる、県内保健所・
支所との自殺対策に関する連絡会

保健所

ひきこもり保健所・市町
村担当者連絡会

県内
(ｵﾝﾗｲﾝ)

半日 6月26日
県ひきこもり地域支援センターによる、保健所・
支所及び市町村との連絡会

保健所、市町村

アウトリーチ事業におけ
る事例検討会

県内 半日 随時
県アウトリーチチーム及び地域支援者による、
未治療・治療中断等の当事者支援に関し支援
ニーズ及び支援方針について共有・検討

保健所、市町村、医療
機関、相談支援事業所
等の関係者

各市町村主催事例検討
へのスーパーバイズ

県内 半日 随時
地域で抱えている困難事例について、対応の
仕方や医療的見立てを含め検討・助言

保健所、市町村、相談
支援事業所等の関係
者

ピアサポーター養成研
修・フォローアップ交流
研修会

県内 ２日、半日
10/1、4 ・

12/20

当事者やその関係者に、ピア活動のための基
礎的な知識技術を身につけ、地域内での活動
につなぐ

当事者・保健所、医療
機関、相談支援事業所
等の関係者

保健師スキルアップ研修
会

県内 ２日 11/13、20
新任期保健師の精神保健における対応スキル
の向上

保健所、市町村、医療
機関等の関係者

保健所主催の事業への
講師派遣

県内 半日 随時
保健所管内の警察との連絡会や、地域移行推
進会議、保健師研修会等の会議での講師

保健所、市町村、医療
機関、相談支援事業所
等の関係者

市町村主催の会議への
講師派遣

県内 半日 随時
市町村主催の会議（生活困窮者自立支援会
議・自殺未遂者支援会議・重層的支援体制整
備等）への支援・助言

市町村会議構成メン
バー

自立支援協議会への講
師派遣

県内 半日 随時
保健所と地域の自立支援協議会からの要請に
より、会議での助言や講師

保健所・自立支援協議
会メンバー

支援者団体の研修会へ
の講師派遣

県内 半日 随時 支援者団体主催の研修会への助言・講師 支援者団体メンバー

令和６年度　岡山県における精神保健福祉関係者のための研修会及び連絡会　一覧
                                                                                              (  健康推進課・精神保健福祉センター )
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岡山県相談支援専門員協会での研修について 

岡山県相談支援専門員協会 

永田・村上 

岡山県相談支援専門員協会では令和 6年度以下の研修を受託及び企画の上、 

実施済み及び実施予定です。 

（１） 会員向け研修事業 

事業名 「総会・記念講演会」 

開催日 令和 6年 7月 27日（土）14：00～16：30 

実施場所 きらめきプラザ 401（オンライン併用） 

参加人数 約 100名（会場 50名（役員含む）＋オンライン参加 50名） 

担当役員 伊藤・（松倉推進担当） 

重点目標 ・最新の動向を会員に伝え、相談支援専門員としてバージョンアッ 

プを行っていく。 

 

事業名 「介護支援専門員と相談支援専門員の合同研修会」 

開催日 令和 6年 11月 22日（金）13時 30分～16時 20分 

実施場所 おかやま西川原プラザ 

参加人数 介護支援専門員 67名・相談支援専門員 20名 計 87名 

担当役員 大倉・有瀬 

重点目標 ・介護支援専門員と相談支援専門員の合同研修では、相互の業務に 

ついて理解や交流を深める取り組みを通じ、日常的に連携・協力で 

きる仕組みを自身の活動地域で構築していくことを目指し、相互の 

資質向上および複雑多様化する地域課題に対応できる体制づくり 

を目指す。 

備考 ※岡山県の専門コース別研修事業化を目指す。 

 

事業名 強度行動障害支援に対応した相談支援専門研修 

開催日 令和 6年 7月 11日（木）・令和 6年 11月 21日（木）・令和 7年 2月

13日（木） 

実施場所 きらめきプラザ 

参加人数 20名 

重点目標 ・令和 6年 3月に開催した研修会の第 2回目を令和 6年 7月に 

開催。事例を通じた学びを深め、強度行動障害の支援について、相 

談支援専門員の専門性の向上をはかる。 

・開催にあたり、おかやま発達障害者支援センター、岡山市、倉敷 
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市、津山市の基幹相談支援センターの協力を得る。 

担当役員 平松 

 

（２） 岡山県委託研修事業 

事業名 「令和 6年度岡山県障害児相談支援に関する研修会」 

開催日 令和 6年 11月 6日（水）10:00 ～ 16:30 

実施場所 岡山県生涯学習センター 

参加人数 30名 

担当役員 後藤・川上 

重点目標 ・障がい児支援における多職種協働のための地域での具体的取り 

組みを促進する。 

備考  

 

事業名 「令和 6年度岡山県スーパービジョン研修会」（案） 

開催予定日 令和 7年 2月 27日（木）9:00～18:00 

実施予定場所 岡山県生涯学習センター 

参加予定人数 約 30名 

担当役員 間野・大橋 

重点目標 ・相談支援専門員の人材育成として、SV や GSV が有効である。地域

の 

中で SVや GSVが定着できるように、基本的な考え方や方法など研修 

の機会を提供して相談支援専門員のスキルアップを目指す。 

・当協会主催の研修会を通じて、他の職能団体との連携を図り活動の 

幅を広げていく。 

備考  

 

事業名 「令和 6年度岡山県相談支援従事者主任研修」（案） 

開催予定日 令和 7年 2月 5日（水）～7（金） 

令和 7年 2月 20日（木）～21日（金） 

実施予定場所 おかやまきらめきプラザ 

参加予定人数 約 10名 

担当役員 村上・平松 

重点目標 ・岡山県主任研修については、今年度も岡山県より受託し実施す 

る予定だが、規模や対象を県と協議しながら方向性を定めていく 
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こととする。 

・また、これまで養成した主任相談支援専門員のフォローアップ 

を目的とした研修も視野に入れていくこととする。 

・報酬改定に伴う地域の相談支援体制の強化に向けた取組みを研 

修実施に際して検証していく。 

備考  

 

事業名 「令和 6年度岡山県障害者ピアサポート研修」 

開催日 基礎研修：令和 6年 6月 18日（火）～6月 19日（水） 

専門研修：令和 6年 7月 3日（水）～7月 4日（木） 

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修：令和 6年 11月 19日（火）～20日（ 

実施予定場所 きらめきプラザ 

担当役員 春名 

重点目標 ・障害者ピアサポーターとの協働により、研修内容や実施体制のブ 

ラッシュアップを行い、学びとつながりを深められる研修会とす 

る。 

・障害特性などに配慮し、受講生が学びやすい事前準備と環境を整 

える。 

・受講者のニーズに応じたフォローアップの実施を念頭に取り組 

む。 

・事業を通して、県内の状況も鑑みながら、ともに働きやすい体制 

整備や地域づくりについて探っていく。 

備考  

 

（３） 中国ブロック連携事業 

事業名 「中国ブロック研修・中国ブロック会議・中国ブロック研修委員」 

2024 全国相談支援ネットワーク研修 in岡山 

開催日 令和 6年 10月 11日(金)～12（土） 

実施場所 ピュアリティまきび他 

担当役員 笹井 

重点目標 ・中国ブロック研修検討委員会や代業者会議を通じて、他県の相談 

支援専門員と研修企画や情報交換等の交流を図り中国地方の相談 

支援専門員同士のつながりを強くする。 

・中国ブロック研修らしい企画を他県の検討委員と協議をおこな 

い、岡山県の会員が、「聞いてみたい、参加したい」と思うような 
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研修会を企画していく。 

・相談支援専門員は、ソーシャルワークの担い手であるということ 

を大切に研修企画していく。 

備考 ※中国地方の相談支援専門員協会等と合同実施。 

 

（４） 運営委員会事業 

事業名 「令和 6年度 運営委員会」 

担当役員 種村 

重点目標 ・相談支援専門員のネットワーク構築の基礎作りのために、座談会の

実施と広報を行う。 

・岡山県相談支援専門員協会の PRコンテンツの作成と発信を行い、

協会活動との連動を目指す。 

・調査を基に岡山県における相談支援専門員の実態を報告する。 

スローガン 「繋がりあって目指しましょう！協力し合える OSKネットワーク！」 

備考  

 

（５） 広報活動事業 

事業名 「岡山県相談支援専門員協会広報活動」 

担当役員 江木 

重点目標 ・岡山県内全体で相談支援のスキルアップと人材育成を行うため

に、 

 全域に会員がおり、協会としてもネットワークを構築できる体制

を 

 作って行く。 

・広報誌を作成し、関係機関の周知や会員勧誘の際の媒体として 

 活用する。 

・ホームページを効果的に活用し、協会の実施事業や活動について 

 広報を行う。 

スローガン 「元気と知恵を分かち合おう！岡山県相談支援専門員協会」 

備考  
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   令和７年１月９日 
 

岡山県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者研修 

       実施状況及び今後の課題について    
                                  

 令和元年度よりサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（サビ児童管と略）の研修制度の

改定がなされ、基礎研修（相談支援従事者初任者研修講義部分１１ｈ）・基礎研修（講義・演習１

５ｈ）、更新研修（講義・演習６ｈ）、実践研修（講義・演習 14.5ｈ）を国告示に沿い実施する。そ

の際、令和元年から基礎・更新研修実施（平成 29 年から準備）、令和３年から実践研修実施、令和

元年から５年までの更新研修受講経過措置対応、令和６年度更新研修研修時間変更への対応を当初

計画通り終える。その経緯にて、随時、実施内容を振り返り、研修内容の焦点・留意事項を見直し、

研修の質向上に努めた。 
 

１．今年度の受講募集及び内容 
 

【基礎研修】（１５ｈ） 

  内 容 ：○サービス管理責任者の基本姿勢とサービス提供のプロセスに関する講義 

       ○サービス提供プロセスの管理に関する演習 

  受講者数：募集定員   ４００人 

       受講申込者数 ３４９人 

       受講決定者数 ３４３人（A日程:96、B日程:96、C 日程:84、D 日程:67） 

      ➣参考 受講終了（185 名／Ａ日程：93 名、Ｂ日程 92 名）（サビ管 113 名、児発管 72名）         

           ※事前視聴学習と対面研修の併用 
 

【実践研修】（14.5ｈ）※令和３年度より実施 ※基礎研修終了の 2年後実践受講可（実務要件有） 

  内 容 ：○サービス提供に関する講義及び演習 

       ○人材育成の手法に関する講義及び演習 

       ○他職種及び地域連携に関する講義及び演習 

受講者数：募集定員   ２００人 

     受講申込者数 ２４８人 

     受講決定者数 ２０３人 

     受講終了者数 １９７人（予定）A日程終了・B日程１月 15日 16 日） 

           ※事前視聴学習と対面研修の併用 

【更新研修】（６ｈ） 

  内 容 ：○障害福祉の動向に関する講義 

       ○サービス提供の自己検証に関する演習 

（○令和 6年からのスーパービジョンカリキュラム追加への準備） 

  受講者数：募集定員   ３００人 

 受講申込者数 １４２人 

 受講決定者数 １３７人 

 受講終了者数 １３５人（サビ管 91名、児発管 44名） 

 

２．サビ児管における今日的課題 
 

｟課題１｠県内約 1,300 事業所を対象にした研修設定・体制の見直し 

〇基礎：質の担保（複数機関による実施体制）（受講者の姿勢） 

〇実践：定員調整 

〇更新：受講調整（広報仕方） 

｟課題２｠各研修の連動性／各研修機関の連携・情報交換化 

   「現状」〇令和元年：基礎（旧ｶﾘｷｭﾗﾑ編者・ﾌｧｼﾘが新ｶﾘｷｭﾗﾑへ移行）。 

       〇令和元年：更新（旧ｶﾘｷｭﾗ編者・ﾌｧｼﾘが新ｶﾘｷｭﾗﾑへ移行）。 

〇令和 3年：実践（新ｶﾘｷｭﾗﾑ基礎・実践の各講師ﾌｧｼﾘが移行） 

基礎の事例の２年後を設定し内容を編成 

       〇新たな講師・スタッフは、随時、研修体制・各研修ねらい・ポイント等を説明 

｟課題３｠ｶﾘｷｭﾗﾑ編者・講師・ﾌｧｼﾘにおける研鑽の場設定化 

       〇実践・更新研修におけるｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝｶﾘｷｭﾗﾑへの対応 

｟課題４｠任意研修の実施について 

       〇分野別専門研修 〇横断的研修（意思決定支援・虐待防止他）        

 

                       報告：みどり学園 杉安／旭川学園 寺町 
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日数 項目 内容 獲得目標

9:00～

9:15
15 概要説明 研修の概要（目的、期待する成果等）を説明 研修のイメージをつかむ

コーディネーターのあり方、役割等

アドボカシー、エンパワメントの視点

多職種との連携、ネットワーク作り、資源の開発等

地域のおける子どもの発達と支援

医ケア児支援法

医ケア児コーディネーターに求められるもの等

10:25～

11：55
90

重症心身障害医学総論、

地域の医療連携など

重症心身障害医療の特徴、代表的な疾患の経

過・特性、地域の医療資源、医療連携の概略等、

日常生活における支援（感染対策）母子保健

重症心身障害の特徴、各疾患によるラ

イフステージやそこに必要な医療的な支

援をイメージする、地域の医療的な現状

を把握する。

12:40～

13:40
60 医療的ケアの実際 医療的ケア児等に必要な具体的な医療的ケア

医療的ケアの具体的なイメージを持つ。

それが当事者や家族にどのようなメリット・

デメリットがあるか知る。

13：40～

14：10
30

医療的ケア児の口腔衛生

について

重症心身障害児者・医療的ケア児の口腔衛生、訪

問歯科診療について

重症心身障害児(者)、医療的ケア児の

口腔衛生の重要性について、在宅支援

に関わっている支援者が理解する。

14:15～

15：15
60 福祉・福祉資源

重症心身障害児(者)の計画相談に必要な福祉制

度･福祉資源、特にその地域特有の制度など。

計画相談に必要な福祉制度･資源（地

域特有の制度、資源の状況）を把握

し、活用ができる。

15：15～

16：15
60 教育・就労

学校教育、特別支援教育とは（個々の子どもに対

してどれだけ自立を支えるものであるか）と言う点を

理解したうえで、医療・福祉・教育の三方から子ども

（家庭）を支えるような体制を学ぶ。また、高等部

卒業後の就労支援体制について学ぶ。

計画相談に必要な教育・就労支援を把

握し、活用ができる。

16：15～

17：15
60

医療･福祉・教育の連携

（チーム作り）

地域の中で、どのような医療･福祉･教育の資源が

存在し、連携をどう構築していくか。医療、保健、福

祉、教育労働の連携。地域資源開拓・創出の方法

（資源把握、市町村・都道府県との連携）

地域の中で、どのような医療･福祉･教育

の資源が存在し、連携はどうなっているの

か、また今後どのように連携を構築（チー

ム作り）をしていくかを知る。

在宅支援診療所等　医療機関

訪問看護の仕組みと実際の活動

多機能型児童発達支援

生活介護

児童発達支援・居宅訪問型児童発達支援

13：00～

14：00
60

本人・家族の思い、

ニーズ、QOL

当事者の思い、ニーズ、また本人･家族のQOLをどの

ようにとらえるか。

当事者の思い、ニーズを知り、理解を深

め、より当事者の意向に沿った計画作成

ができる。

14：00～

15：00
60

家族支援・兄弟児支援

虐待防止

家族支援、兄弟児支援と虐待防止対策につて学

ぶ。

家族・兄弟の思い、ニースを知り、理解を

深める。虐待防止について学ぶ。

重症心身障害児(者)のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特徴、意思

伝達装置について

どのように意思決定支援を行うか。

16：00～

17：00
60

ライフステージにおける

支援の要点

NICUからの移行や、学童期、成人期それぞれの支

援の要点 移行期おける支援 医ケアの必要性が

高い子どもへの支援

NICUからの移行や、学童期、成人期そ

れぞれの支援の要点を理解し、適切な

計画作成ができる。

3日目

（11/26）

9:00～

17:00
420 演習　計画作成

演習に向けての作成ポイント、 事例をもとにした計

画作成の演習。実際自分たちで計画を作成。また

模擬担当者会議により、当事者の意向を反映し、

また支援者間の調整を行う。

総論やこれまでの講義を元に、特に重症

心身障害児(者)の計画作成に重要なポ

イントを意識し、事例に基づいて計画作

成ができる。

4日目

（11/27）

9:00～

17:00
420 演習　事例検討

事例をもとに、意見交換・スーパーバイザーによる計

画作成の指導を行う。

事例をもとに、ニーズの把握、当事者の

意向に沿った計画作成、関係機関との

調整などができる。

【講義】

840

【演習】

840

※　講師の都合等で日程が変更になる場合があります。

旭川児童院　他

ファシリテーター　7名

合　計

つばさクリニック

医師　　中川　ふみ　氏  OK

岡山訪問看護ステーション看護協会

所長　佐山　純子  　氏　　OK

デイセンターなずな　赤磐

管理者　小林　三重子　氏  OK

くわのみどりの家

所長　　福田　玲子　氏   OK

岡山県重症児を守る会

副会長　宮木　悦子　氏

すくすくyell

管理者　土山　久美香　氏
9:00～

12:00
180

在宅支援関連施設の理解

地域支援体制

重症心身障害児(者)の在宅支援に関

わっている事業所や施設の実際を把握

し、連携できる。

旭川児童院　他

ファシリテーター　7名

重度心身障害児(者)のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特

徴を知り、意思決定支援をどのように行う

かを学ぶことにより、当事者の意思にでき

るだけ沿った計画相談ができる。

重症心身障害児(者）の

意思決定支援

2日目

（11/7）

旭川児童院　支援部

支援顧問　石井　貞江　氏

【区分Ⅰ　コーディネーター向け】

旭川児童院　支援部

部長　小豆　　忠博　　　氏

旭川荘療育・医療センター

看護顧問　義村  禮子　氏

15：00～

16：00
60

一般社団法人

岡山県歯科医師会

理事　　　　土肥　範勝　氏

令和6年度岡山県医療的ケア児等コーディネーター・支援者養成研修　日程表

時間（分） 講師

1日目

（11/6）

9:15～

10:15
60 総論

医療的ケア児等コーディネーターとして、ど

うあるべきか、視点、地域連携、資源の

開発の方法などを理解する。

社会福祉法人　旭川荘

　名誉理事長　末光　茂 氏

旭川荘療育・医療センター

顧問医師　　片山　雅博　氏

旭川荘療育・医療センター

顧問医師　　片山  雅博　氏

旭川児童院　地域療育センター

所長  村下　志保子　氏

旭川児童院

顧問　小延　祥夫　氏

旭川児童院　地域療育センター

副所長  本田　順子　氏
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日数 項目 内容 獲得目標

9:00～

9:15
15 概要説明 研修の概要（目的、期待する成果等）を説明 研修のイメージをつかむ

コーディネーターのあり方、役割等

アドボカシー、エンパワメントの視点

多職種との連携、ネットワーク作り、資源の開発等

地域のおける子どもの発達と支援

医ケア児支援法

医ケア児コーディネーターに求められるもの等

10:25～

11：55
90

重症心身障害医学総論、

地域の医療連携など

重症心身障害医療の特徴、代表的な疾患の経

過・特性、地域の医療資源、医療連携の概略等、

日常生活における支援（感染対策）母子保健

重症心身障害の特徴、各疾患によるラ

イフステージやそこに必要な医療的な支

援をイメージする、地域の医療的な現状

を把握する。

12:40～

13：40
60 医療的ケアの実際 医療的ケア児等に必要な具体的な医療的ケア

医療的ケアの具体的なイメージを持つ。

それが当事者や家族にどのようなメリット・

デメリットがあるか知る。

13：40～

14：10
30

医療的ケア児の口腔衛生

について

重症心身障害児者・医療的ケア児の口腔衛生、

訪問歯科診療について

重症心身障害児(者)、医療的ケア児の

口腔衛生の重要性について、在宅支援

に関わっている支援者が理解する。

14：15～

15：15
60 福祉制度・福祉資源

重症心身障害児(者)の計画相談に必要な福祉制

度･福祉資源、特にその地域特有の制度など。

計画相談に必要な福祉制度･資源

（地域特有の制度、資源の状況）を把

握し、活用ができる。

15：15～

16：15
60 教育・就労

学校教育、特別支援教育とは（個々の子どもに対

してどれだけ自立を支えるものであるか）と言う点を

理解したうえで、医療・福祉・教育の三方から子ども

（家庭）を支えるような体制を学ぶ。また、高等部

卒業後の就労支援体制について学ぶ。

計画相談に必要な教育・就労支援を把

握し、活用ができる。

16：15～

17：15
60

医療･福祉・教育の連携

（チーム作り）

地域の中で、どのような医療･福祉･教育の資源が

存在し、連携をどう構築していくか。

地域の中で、どのような医療･福祉･教育

の資源が存在し、連携はどうなっているの

か、また今後どのように連携を構築（チー

ム作り）をしていくかを知る。

在宅支援診療所等　医療機関

訪問看護

多機能型児童発達支援

生活介護

児童発達支援・居宅訪問型児童発達支援

13：00～

14：00
60

本人・家族の思い、

ニーズ、QOL

当事者の思い、ニーズ、また本人･家族のQOLをど

のようにとらえるか。

当事者の思い、ニーズを知り、理解を深

め、より当事者の意向に沿った計画作成

ができる。

14：00～

15：00
60

家族支援・兄弟児支援

虐待防止

家族支援、兄弟児支援と虐待防止対策につて学

ぶ。

家族・兄弟の思い、ニースを知り、理解を

深める。虐待防止について学ぶ。

重症心身障害児(者)のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特徴、意思

伝達装置について

どのように意思決定支援を行うか。

16：00～

17：00

【区分Ⅱ】

60

医療的ケア児等支援者

養成研修
小児在宅医療における多職種連携

小児等在宅医療における連携・協働の

必要性を理解できる。

【講義】

840

※　講師の都合等で日程が変更になる場合があります。

180

一般社団法人

岡山県歯科医師会

理事　　　　土肥　範勝　氏

旭川児童院　地域療育センター

所長  村下　志保子　氏

訪問看護ステーション　エール

管理者　　平田　晶奈　　氏

旭川児童院　地域療育センター

副所長  本田　順子　氏

すくすくyell

管理者　土山　久美香　氏

旭川児童院　支援部

部長　小豆　　忠博　　　氏

旭川児童院

顧問　小延　祥夫　氏

合　計

岡山県重症児を守る会

副会長　宮木　悦子　氏

15：00～

16：00
60

重症心身障害児(者）の

意思決定支援

重度心身障害児(者)のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特

徴を知り、意思決定支援をどのように行う

かを学ぶことにより、当事者の意思にでき

るだけ沿った計画相談ができる。

旭川児童院　支援部

支援顧問　石井　貞江　氏

2日目

（11/8）

つばさクリニック

医師　　中川　ふみ　氏
岡山訪問看護ステーション看護協

会

所長　佐山　純子   　氏

デイセンターなずな

管理者　小林　三重子　氏

旭川児童院通園センター

支援主幹　　福田　玲子　氏

在宅支援関連施設の理解

重症心身障害児(者)の在宅支援に関

わっている事業所や施設の実際を把握

し、連携できる。

9:00～

12:00

令和６年度岡山県医療的ケア児等コーディネーター・支援者養成研修　日程表

【区分Ⅱ　支援者向け】

時間（分） 講師

1日目

（11/7）

9:15～

10:15
60 総論

医療的ケア児等コーディネーターとして、ど

うあるべきか、視点、地域連携、資源の

開発の方法などを理解する。

社会福祉法人　旭川荘

　前理事長　末光　茂 氏

旭川荘療育・医療センター

顧問医師　　片山　雅博　氏

旭川荘療育・医療センター

顧問医師　　片山  雅博　氏
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令和６年度 医療的ケア児等コーディネーター・支援者養成研修（アンケート集計） 

【講義】 

[区分Ⅰ] 受講者 51 人（アンケート回答 42人） 

職種 相談支援専門員 保健師 看護師 行政職 その他（児童指導員・薬剤師等） 

％ 61.9 9.5 14.3 4.8 9.5 

人数 26 4 6 2 4 
 

評価 非常に満足 満足 やや不満 不満 

理解度 93％（39 人） 4.8％（2人） 2.2％（1人）  

講義内容 93％（39 人） 7％（3人）   

講師の話し方 93％（39 人） 7％（3人）   

講義資料 83％（35 人） 12％（5人） 5％（2人）  

実践への有効性 86％（36 人） 9.5％（4人） 4.5％（2人）  

総合的評価 93％（39 人） 7％（3人）   
 

[区分Ⅱ] 受講者 13 人（アンケート回答 12人） 

職種 相談支援専門員 看護師 その他（児童指導員・理学療法士等） 

％ 8.3 33.3 58.4 

人数 １ 4 7 
 

評価 非常に満足 満足 やや不満 不満 

理解度 84％（10 人） 8％（1人） 8％（1人）  

講義内容 84％（10 人） 8％（1人） 8％（1人）  

講師の話し方 84％（10 人） 16％（2人）   

講義資料 76％（9人） 16％（2人） 8％（1人）  

実践への有効性 76％（9人） 16％（2人） 8％（1人）  

総合的評価 92％（11 人） 8％（1人）   

 

【演習】 [区分Ⅰ] 受講者 51 人（アンケート回答 47人） 

Ｑ１ 医療的ケア児・重症心身障害児・者のサービス等利用計画作成に携わっていますか？ 

はい いいえ 

31.9％（15 人） 68.1％（32 人） 
 

Ｑ２ Ｑ１で「はい」と答えた方の事業所所在地と担当人数 

所在地 医療的ケア児（人） 重症心身障害児（人） 

岡山市   35  34 

倉敷市  36 38 

早島市  3  

笠岡市 2 4 

県外（三次市） 2 1 

 

Ｑ３ 今回の研修を受講したことで、今後、医療的ケア児、重症心身障害児・者のサービス等利用計画等作成する際に 

役立つと思いますか？ 

非常に役立つ 役に立つ 思わない わからない 

68.1％（32 人） 29.8％（14 人）  2.1％（1人） 
 

Ｑ４ 今後、医療的ケア児、重症心身障害児・者に特化した研修会（勉強会）が開催される場合、参加してみたいと 

思いますか？ 

ぜひ参加したい 都合がつけば 思わない 

53.2％（25 人） 46.8％（22 人）  
 

Ｑ５ 演習日程の満足度はいかがでしたか？ 

大変満足 満足 普通 不満 

55.3％（26 人） 38.3％（18 人） 6.4％（3人）  
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＜感想＞【講義】 

[区分Ⅰ]  

・重心、医ケアについて様々な視点から学びを得る事ができました。ありがとうございました。 

・実践への取り組むやる気に繋がった。 

・医療的ケア児や保護者が抱えている困難さを改めて理解するとともに、個別に応じたサービスがあることにも気づくことがで

きました。コーディネーターとしての役割を発揮するにはまだまだ不安はありますが、様々な職種の方がこの研修を受講してい

ることも分かり、つながりをより広く強くしていきたいと思います。 

・自分自身の知識の向上になりました。今後にも生かしていきたいと思います。 

・医ケア児についての幅広い内容をお聞き出来、学びの多い二日間でした。今後の業務に活かしていこうと思います。 

 

[区分Ⅱ] 

・大変学びの深い２日間となりました。ありがとうございました。 

・様々な分野の詳しい内容を学ぶことができ、とても参考になりました。 

・医ケア児の実態や支援方法、心構え等広範囲に渡り学ぶことができました。 

・医ケア児に必要な支援について、多方面からの話を聞いて、今後の支援のヒントが見つかり、実践していきたいと思います。 

 

＜感想＞【演習】 [区分Ⅰ]  

・グループには様々な職種の方がおり、視点も様々あり、刺激を受ける事ができました。 

・自分にない視点や表現の仕方を見聞きし、とても有意義な時間でした。 

・多職種での関わりがあり、支援の幅が増えたと思います。 

・自分の地域の資源を知る事（調べること）はとても勉強になった。 

・「近隣の市町の実態を知っておく」上でも、県全体での研修は大切だなと思いました。 
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日にち 曜日 時間 形式/会場 内容 対象

家族支援 7月9日 火 13：00-15：00
対面

備中県民局
第1～3会議室

 ペアレントメンター定例会
ペアレントメンター
市町村Co、県民局・市町村行政担当課

Co会議
　1回目

市町村Co.連絡会議 7月17日 水 13：30-16：00
対面

岡山県立図書館

 第1回 発達障害者支援関係者連絡会議

 　・県/県発達障害者支援センターの事業計画の報告
　 ・グループワーク

市町村Co／自治体担当課

Co会議
　2回目

中高連携 8月8日 木 13：30-15：30

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 第1回　中高合同研修会

　 「中学校から高等学校、進学・就労へと続く移行期の切れ目のない支援の促進」
　 ・話題提供（高等学校）（20分）
　　 「特別な支援を必要とする生徒の中学校からの引継ぎと
             　　　　　　　　　　　　　　高等学校在学中の支援の実際」
　　　 　岡山県教育庁特別支援教育課
　　　　 　　　　　　　　　指導主事　田畑 璃久　氏
 　・話題提供（市町村）（40分）
　　 「自治体と地域の中学校・高等学校等との切れ目のない支援について」
 　　　  美作市立作東中学校  指導教諭　益田 剛志　氏
　　　　 岡山県美作高等学校  事務部長　神谷 大輔　氏

＜教育＞中学校（特別支援教育Co.、通常学級担任、特別支援学級担任、
　　　　通級による指導担当者）、特別支援教育推進リーダー、高等学
　　　　校（特別支援教育Co.、通常学級担任、進路指導担当、通級によ
　　　　る指導担当者）、特別支援学校（特別支援教育エキスパート）
＜福祉＞相談支援事業所、基幹型相談支援センター、放課後等デイサー
　　　　ビス事業所
＜市町村＞市町村発達障害者支援コーディネーター、市町村担当者、
　　　　　市町村教育委員会

親子教室 8月22日 木 14：00-16：30

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 親子教室研修会

　 ・県センターよりR5年度取組の情報提供・実践集の案内
 　・講演　『再考！親子教室での遊びについて～TEACCHの早期療育の視点を参考に
～』
　　　　　　　 　　川崎医療福祉大学  諏訪 利明  氏

市町村Co
自治体の保健・子育て・教育・福祉等の関係課
県民局／県保健所

就労 8月28日 水 13：30-15：30
倉敷健康福祉

プラザ

 第１回　発達障害者就労支援担当者連絡会

　　 「新卒で就職する発達障害のある人の引き継ぎ・定着支援について」

雇用者（一般企業／公務部門）
特別支援学校
就業・生活支援センター
障害者職業センター
吉備高原リハビリテーションセンター
就労移行支援事業所
市町村Co／その他

家族支援 9月12日 木 10：00-15：30

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 支援者養成研修会

　 午前の部　基調講演
　　 『多様なニーズを抱えた家族を支えるために
　　　 　　～家族支援プログラムに期待されることとフォロー体制～』
　　　　　　 　　鳥取大学大学院　教授　井上 雅彦　氏
 　午後の部　実践報告
　 　①子育て支援分野のプログラム
　 　　吉備中央町保健課（こども家庭センター）　保健師　中山 早希　氏
　 　②発達障害支援（幼児期）のプログラム
　 　　新見市障害者地域活動支援センターほほえみ広場にいみ
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床心理士　吉田 壮佑　氏
　 　③発達障害支援（思春期）のプログラム
　 　　鳥取大学医学部附属病院新規医療研究推進センター研究支援部門
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特命助教　嘉手苅 瑠輝　氏
　 　④虐待リスクのある保護者対象のプログラム
　 　　鳥取県西部総合事務所県民福祉局　米子児童相談所判定課
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係長　　上原 俊平　氏

支援者全般
　市町村Co、福祉サービス職員、相談支援専門員、
　県･市町村行政担当者(保健・子育て・教育・福祉・社会的養護等)
　児童相談所職員、教諭、保育士等

青年期 10月24日 木 13:30-16:00

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 青年期支援拠点研修会

　 ・「成人期の発達障害支援における近接する分野での取組み
　 　　～ひきこもり、地域生活活動支援センターについて（仮）～」
 
 　　〇岡山県精神保健福祉センター（ひきこもり地域支援センター）
 　　　　ひきこもり支援コーディネーター　葉山　朝子　氏
 　　〇札幌市地域活動支援センター　annnapuruna（アンナプルナ）
 　　　　所長　小林　美和　氏

市町村Co
自治体の保健・子育て・教育・福祉等の関係課
県民局／県保健所
ひきこもり関連の支援者
青少年相談センター,生活困窮などの青年期支援者

Co会議
　3回目

家族支援 11月4日
月

(祝)
13:30～16:00

対面
ピュアリティまきび

大会議室

 ペアレントメンター　フォローアップ研修会

　 「SNSやインターネットとの付き合い方」
　 「傾聴・共感について」
　 　鳴門教育大学大学院　教授　　小倉　正義氏

ペアレントメンター
市町村Co
ペアレントメンター連絡協議会委員

中高連携 11月14日 木 13：30-16：00

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 第２回　中高合同研修会

　　「卒業後を見据えた自己理解支援のあり方」
　・話題提供:
　　　　「高等学校在学中に取り組む (発達特性に配慮した)キャリア教育」
　　　　  ～働くことを知る・学ぶプログラムの教育・福祉領域における活用例～
　　　　   おかやま発達障害者支援センター　池内 豊
　・取組紹介：
　　　　「働くことを知る・学ぶプログラムの活用」
 　 ①放課後等デイサービス事業所での活用
　　　　児童発達支援・放課後等デイサービス
　　　　ほっとるーむ倉敷　　　管理者　名越　智美　氏
　  ②高等学校での活用
　　　　滋慶学園高等学校美作キャンパス　教諭　居合　育子　氏

＜教育＞中学校（特別支援教育Co.、通常学級担任、特別支援学級担任、
　　　　通級による指導担当者）、特別支援教育推進リーダー、高等学
　　　　校（特別支援教育Co.、通常学級担任、進路指導担当、通級によ
　　　　る指導担当者）、特別支援学校（特別支援教育エキスパート）
＜福祉＞相談支援事業所、基幹型相談支援センター、放課後等デイサー
　　　　ビス事業所
＜市町村＞市町村発達障害者支援コーディネーター、市町村担当者、
　　　　　市町村教育委員会

就労 12月11日 水 13：30-15：30
対面

倉敷健康福祉
プラザ

 発達障害のある人の雇用促進研修会（ナカポツ合同セミナーとの共催）

 　「発達障害のある人と共に働くために」

　　 ＊実践報告　＋　ディスカッション

企業
就労移行支援事業／A型事業所
市町村Co
支援学校
その他

中高連携 12月17日 火 14：00-16：00
対面

玉野市立
玉野備南高校

 中・高・関係機関連携会議（備前圏域）

 　（１）情報提供
 　　　①高等学校に在籍する特別な支援を必要とする生徒への進路指導
 　　　　（岡山県教育庁特別支援教育課）
 　　　②就労機関から見た、在学中から大切にしたい視点や取り組み
 　　　　（岡山障害者職業センター）
 　　　③手帳申請・交付について（玉野市）
 　　　④各自治体での発達障害者支援コーディネーターの役割や
 　　　　個別支援に係る動きの紹介　（玉野市）
 　（２）情報交換　※顔合わせ

＜教育＞中学校（特別支援教育Co.、通常学級担任、特別支援学級担任、
　　　　通級による指導担当者）、特別支援教育推進リーダー、高等学
　　　　校（特別支援教育Co.、通常学級担任、進路指導担当、通級によ
　　　　る指導担当者）、特別支援学校（特別支援教育エキスパート）
＜福祉＞相談支援事業所、基幹型相談支援センター、放課後等デイサー
　　　　ビス事業所
＜市町村＞市町村発達障害者支援コーディネーター、市町村担当者、
　　　　　市町村教育委員会

Co会議
　4回目

市町村Co.連絡会議 12月25日 水 13：30-16：00

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 地域支援研修会①

 　「ライフステージを通じた切れ目のない支援体制構築に向けて」

 　　西尾大輔氏　厚生労働省　発達障害対策専門官
 　　加藤典子氏　文部科学省　特別支援教育調査官

 　　自治体報告（美作市・玉野市）　+　パネルディスカッション

市町村Co
自治体の保健・子育て・教育・福祉等の関係課
県民局／県保健所／その他

Co会議
　5回目

M-CHAT 1月27日 月 13：30-16：30

オンライン
（zoom）
配信会場

ピュアリティまきび

 地域支援研修会②

 　「M-CHATを通した発達支援が必要な子どもと家族への支援体制づくり」
　
 　　原口英之氏　国立精神・神経医療研究センター

市町村Co
自治体の保健・子育て・教育・福祉等の関係課
県民局／県保健所
その他の健診に関わる支援者

就労 2月27日 木 13：30-15：30
オンライン
（zoom）

 第2回　発達障害者就労支援担当者連絡会

 「社内外のチームで支える発達障害のある人への支援・サポートについて」

雇用者（一般企業／公務部門）
特別支援学校
就業・生活支援センター
障害者職業センター
吉備高原リハビリテーションセンター
就労移行支援事業所
市町村Co／その他

家族支援 3月12日 水 13：30-15：30
オンライン
（zoom）  ペアレントメンター連絡協議会 協議会委員

令和6年度計画　岡山県子ども・福祉部障害福祉課、おかやま発達障害者支援センター

市町村発達障害者支援コーディネーターとの事例検討会　2024年5月～2025年3月の最終週金曜日　11：00-12：00　＊各回1事例　当センタースタッフも共に検討させていただきます。

2024年　7月　１７日現在
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相談支援専門員の量・質の向上について 

 

１ 量について 

（１）相談支援従事者研修修了者数 

 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

初任者研修 92 95 115 90 

現任研修 62 80 81 未定 

主任研修 16 15 9 未定 

 

（２）サービス等受給者、相談支援専門員数、相談支援事業所数 *1 

【受給者数】 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ 17,239 17,830 17,851 18,619 18,881 

障害児通所支援 10,770 11,395 12,270 13,087 13,845 

合計 28,009 29,225 30,121 31,706 32,726 

 

【相談支援専門員数】 *2 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

者 360 352 349 425 374 

児 289 289 285 366 312 

合計（実数） 371 363 355 435 387 

 

【指定特定又は障害児相談支援事業所数】 

 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 

者 165 170 175 174 180 

児 126 134 139 140 151 

合計（実数） 170 176 179 179 191 

 

（３）相談支援専門員の更新率％ *3 

初任者研修を修了した者がその後の５年間に現任研修（更新研修）を修了した

割合 

初任研修了年度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 合計 

１７年度 2.4 1.9 1.9 4.4 11.2 21.8 

１８年度 0.0 1.5 3.4 10.3 7.9 23.2 

１９年度 0.0 1.4 3.5 8.4 11.2 24.5 



 

（４）セルフプラン率％（年度末時点） *1 

【全国】 

 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 

者 15.7 15.5 15.6 15.6 未定 

児 28.1 28.5 28.9 30.0 未定 

 

【岡山県】 

 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 

者 23.0 25.2 21.5 21.5 20.9 

児 32.3 31.5 31.4 32.0 32.2 

 

２ 質について 

（１）障害者相談支援アドバイザー事業 

国の地域生活支援事業を利用して、県で障害者相談支援アドバイザー事業を

毎年実施している。 

この事業では、県が委嘱する相談支援アドバイザー及び圏域相談支援コーデ

ィネーターを市町村や自立支援協議会等からの要請に基づき派遣し、困難事例

に対する検討や研修等のスキルアップに向けた指導を行ってもらっている。 

令和６年度の派遣実績（途中）は３７箇所、６４人。 

 

（２）主任フォローアップ研修の創設 

主任相談支援専門員のための更新研修は、相談支援専門員のための更新研修

である現任研修と共通であり、主任相談支援専門員専用の更新研修は定められ

ていない。 

そのため、令和６年度は、主任相談支援専門員の質の確保及び連携を図ること

を目的として、岡山県が独自で主任フォローアップ研修を３月に開催する予定

である。 

岡山県内の主任相談支援専門員は４０名強。 

 

 

*1 厚生労働省「障害者相談支援事業の実施状況等調査」に依る。 

*2 指定特定及び指定障害児相談支援事業所に在籍する相談支援専門員に限る。

ただし、複数事業所で兼務する者は多重計上されている場合がある。 

*3 岡山県が主催する現任研修を修了した者を基にして推定した。 
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                                                 障害福祉課（R7.1.9） 

 

サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者研修に係る現状と課題（一考察） 

 

１ サビ児管研修の意義 
 

① 障害児者福祉サービスの根幹を支える最も重要な研修 

② 県域の優れた支援者が結集して研修を企画・運営 

 → 県全体の支援力向上のバックボーン 

 

２ 現状と課題 
 

（１）適切な定員の設定と適切な受講の確保 

  ＜現状＞ 

  ・近年、定員及び応募とも、増加傾向（※別紙参照） 

  ＜課題＞ 

  ・サビ児管有資格者の適正数等に基づく適切な定員の設定 

・サビ児管として相応しい人材の受講確保 

→ 「サービス提供体制の向上」、また、「研修の質の向上」の面からも重要 
 

（２）サビ児管研修全体を捉えた実施体制の整備 

  ＜現状＞ 

① 近年、基礎研修は、複数の機関により実施（Ｒ５：２機関、Ｒ６：３機関） 

② 基礎研修、実践研修、更新研修を、個別のチーム体制で実施 

  ＜課題＞  

① 研修内容の平準化、質の担保 → 全ての実施機関での連絡会議等の機会 

  ② 基礎研修、実践研修、更新研修に連動性を持たせる方向性 
 

（３）専門コース別研修への取組と相談支援部門との連携の推進 

  ＜現状＞ 

  ・本県では、専門コース別研修は、相談支援部門の企画・運営により実施 

… 障害児支援コース、スーパービジョンコース 

  ・サビ児管部門の専門コース別研修としては … 意思決定支援、障害児支援、就労支援 

→ 標準カリキュラムは相談支援部門と共通、一体的に実施することも可能 

＜課題＞ 

  ・今後、サビ児管サイドで、専門コース別研修に、どう取り組んでいくか？ 

→ 相談支援とサビ児管の連携にも視点を置いて、共同実施も一案か？ 
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